
革新懇の三つの共同目標革新懇の三つの共同目標革新懇の三つの共同目標革新懇の三つの共同目標

①経済を国民本位に転換し、暮らしが

豊かになる日本をめざします。

②憲法を生かし、自由と人権、民主主

義が発展する日本をめざします。

③日米安保条約をなくし、非同盟・中

立の平和な日本をめざします。

〒680-0061 鳥取県鳥取市立川町6-234-2-8（草刈 司方）

電話・FAX 0857-24-4258

№№№№37373737

２０１２年

９月１０日９月１０日９月１０日９月１０日

米

国

が

沖

縄

・

普

天

間

基

地

に

垂

直

離

着

陸

輸

送

機

Ｍ

Ｖ

22

オ

ス

プ

レ

イ

の

配

備

を

計

画

し

て

い

る

こ

と

に

対

し

、

国

民

的

な

反

対

運

動

が

強

ま

っ

て

い

ま

す

。

こ

れ

に

呼

応

し

て

県

革

新

懇

は

、

オ

ス

プ

レ

イ

機

が

山

12

口

県

の

米

軍

岩

国

基

地

に

陸

揚

げ

さ

れ

る

直

前

の

７

月

日

、

20

平

井

伸

治

鳥

取

県

知

事

に

「

国

に

配

備

中

止

を

働

き

か

け

る

よ

う

」

求

め

る

申

し

入

れ

書

を

提

出

し

ま

し

た

。

県

革

新

懇

の

構

成

団

体

で

も

あ

る

鳥

取

医

療

生

協

は

７

月

日

、

米

軍

機

の

低

25

空

飛

行

が

度

々

目

撃

さ

れ

て

い

る

若

桜

町

の

小

林

昌

司

町

長

ら

と

懇

談

す

る

な

ど

、

沖

縄

や

岩

国

な

ど

と

手

を

携

え

た

オ

ス

プ

レ

イ

配

備

の

中

止

・

撤

回

の

運

動

を

強

め

て

い

ま

す

。

平

井

知

事

に

は

、

草

刈

司

代

表

世

話

人

・

事

務

局

長

ら

３

人

が

県

庁

を

訪

れ

、

県

担

当

者

に

申

し

入

れ

書

を

手

渡

し

ま

し

た

。申

し

入

れ

書

で

は

、

開

発

段

階

で

４

回

の

墜

落

事

故

を

起

こ

し

、

米

国

内

外

に

配

備

後

も

相

次

い

で

事

故

を

起

こ

し

て

い

る

欠

陥

機

オ

ス

プ

レ

イ

を

「

世

界

一

危

険

な

普

天

間

基

地

」

に

配

置

す

る

こ

と

は

、

危

険

極

ま

り

な

い

と

強

調

。

高

速

で

大

量

の

物

資

と

兵

員

を

輸

送

す

る

オ

ス

プ

レ

イ

配

備

は

、

日

本

に

と

っ

て

必

要

性

も

正

当

性

も

な

い

と

指

摘

し

て

い

ま

す

。

そ

の

う

え

で

、

米

軍

が

示

し

た

低

空

飛

行

訓

練

を

行

う

６

ル

ー

ト

以

外

に

も

、

鳥

取

県

を

含

む

中

国

山

地

の

空

域

（

い

わ

ゆ

る

ブ

ラ

ウ

ン

ル

ー

ト

）

が

あ

り

、

県

民

生

活

へ

の

重

大

な

危

機

と

訴

え

て

い

ま

す

。

こ

の

た

め

知

事

と

し

て

①

米

政

府

に

オ

ス

プ

レ

イ

配

備

計

画

の

中

止

・

撤

退

を

求

め

る

よ

う

国

に

要

求

す

る

②

搬

入

・

配

備

・

訓

練

に

反

対

の

意

思

を

表

明

す

る

③

訓

練

飛

行

な

ど

の

事

前

情

報

を

収

集

し

県

民

に

公

開

す

る

④

市

町

村

と

共

同

で

米

軍

機

の

飛

行

状

況

を

把

握

し

、

そ

の

情

報

を

公

開

す

る

―

よ

う

要

請

し

て

い

ま

す

。

要

請

に

対

し

て

県

担

当

者

は

、

知

事

に

申

し

入

れ

書

を

伝

え

る

と

約

束

し

、

全

国

知

事

会

が

前

日

の

日

、

安

全

性

が

確

19

認

で

き

な

い

現

状

で

の

オ

ス

プ

レ

イ

受

け

入

れ

に

反

対

し

、

陸

揚

げ

・

配

備

・

訓

練

に

関

係

自

治

体

の

意

向

を

尊

重

す

る

よ

う

「

緊

急

決

議

」

を

採

択

し

た

際

、

平

井

知

事

が

積

極

的

な

役

割

を

果

た

し

た

こ

と

を

説

明

し

ま

し

た

。ブ

ラ

ウ

ン

ル

ー

ト

に

つ

い

て

は

、

申

し

入

れ

直

後

の

同

月

25

日

付

で

日

本

海

新

聞

が

「

オ

ス

プ

レ

イ

、

中

国

山

地

で

訓

練

計

画

米

軍

、

㍍

の

低

空

飛

行

」

60

と

大

き

く

報

じ

、

８

月

日

付

23

の

赤

旗

で

は

氷

ノ

山

付

近

を

含

む

７

ポ

イ

ン

ト

を

示

し

た

ル

ー

ト

図

が

掲

載

さ

れ

て

い

ま

す

。

こ

の

ル

ー

ト

の

存

在

が

明

確

に

な

り

、

同

ル

ー

ト

を

利

用

し

た

低

空

飛

行

訓

練

を

米

軍

自

体

が

認

め

て

い

ま

す

。

若

桜

町

長

若

桜

町

長

若

桜

町

長

若

桜

町

長

とととと

懇

談

懇

談

懇

談

懇

談

こ

う

し

た

情

勢

に

機

敏

に

対

応

し

た

の

が

鳥

取

医

療

生

協

（

守

山

泰

生

組

合

長

）

で

す

。

７

月

日

、

わ

か

さ

生

協

診

療

25

所

長

を

兼

ね

る

守

山

組

合

長

、

三

百

田

勝

利

理

事

ら

４

人

が

若

桜

町

役

場

に

小

林

町

長

、

山

本

義

紀

副

町

長

ら

を

訪

ね

、

オ

ス

プ

レ

イ

問

題

で

懇

談

し

ま

し

た

。

若

桜

町

で

は

こ

れ

ま

で

も

米

軍

機

の

超

低

空

飛

行

が

度

々

目

撃

さ

れ

て

い

る

か

ら

で

す

。

守

山

組

合

長

は

、

初

代

診

療

所

長

だ

っ

た

故

向

栄

二

医

師

が

撮

影

し

た

米

軍

機

の

写

真

を

示

し

な

が

ら

、

オ

ス

プ

レ

イ

が

配

備

さ

れ

れ

ば

町

民

の

命

と

暮

ら

し

が

脅

か

さ

れ

る

こ

と

を

訴

え

、

町

長

に

①

記

事

内

容

の

確

認

②

情

報

収

集

と

広

報

③

町

と

し

て

の

態

度

表

明

―

を

求

め

ま

し

た

。

小

林

町

長

は

、

町

が

ま

と

め

た

米

軍

機

の

低

空

飛

行

の

実

態

を

示

し

「

県

と

も

共

同

し

て

監

視

体

制

を

強

め

る

」

と

話

し

ま

し

た

。

岩

国

に

陸

揚

げ

さ

れ

た

オ

ス

プ

レ

イ

は

現

在

、

安

全

性

の

確

認

が

で

き

る

ま

で

国

内

で

の

訓

練

飛

行

は

凍

結

さ

れ

て

い

ま

す

。

一

方

で

、

事

故

は

パ

イ

ロ

ッ

ト

の

人

為

的

ミ

ス

と

い

う

米

軍

に

都

合

の

い

い

報

告

書

を

ま

と

め

、

日

本

政

府

も

こ

れ

を

追

認

し

、

あ

く

ま

で

普

天

間

へ

の

月

配

備

を

強

行

す

る

構

え

で

10す

。

欠

陥

機

の

オ

ス

プ

レ

イ

が

、

日

本

の

上

空

を

わ

が

物

顔

で

低

空

飛

行

す

る

事

態

を

阻

止

す

る

た

め

、

日

米

政

府

の

欺

瞞

を

暴

く

県

民

へ

の

啓

発

と

協

働

が

今

、

求

め

ら

れ

て

い

ま

す

。

昭和５８年３月１０日第３種郵便物認可 全国革新懇ニュース（付録） 鳥取県版全国革新懇ニュース（付録） 鳥取県版全国革新懇ニュース（付録） 鳥取県版全国革新懇ニュース（付録） 鳥取県版

県
民
の
力
で
配
備
阻
止
を

中
国
山
地
で
も
オ
ス
プ
レ
イ
訓
練
計
画

県革新懇が知事に申し入れ

■飛行ポイント

① 犬伏山付近

② 猿政山付近

③ 道後山と毛無山の中間

④ 湯原ダム

⑤ 恩原湖周辺

⑥ 氷ノ山付近

⑦ 生野ダム

しんぶん赤旗8/23付より転載

わかさ生協診療所から向先生が撮影した米軍機

回　数 月平均回数 備　　　考

２００３年 35 2.9

２００４年 47 3.9 9/5 戸倉峠方面から智頭方面へ

２００５年 19 1.6

２００６年 21 1.7

２００７年 8 0.6

２００８年 30 2.5

２００９年 10 0.8 12/8 鳥取方面から大阪方面へ

２０１０年 8 0.6

２０１１年 9 0.7 同年3/2 午後３時過ぎ津山市土蔵崩壊事故

２０１２年 3 0.5 6/18 10時前 高度300㍍上空

合　計 190 年平均１９回 ※２０１２年は６月まで

米軍機の低空飛行訓練（若桜町役場記録）

垂直離着陸輸送機ＭＶ２２オスプレイ



。

消費税増税を許さない県民集会

（鳥取駅前風紋広場 ６月２２日）

ら

に

多

く

の

医

療

・

介

護

事

業

所

が

経

営

難

に

陥

り

、

地

域

医

療

が

危

機

に

瀕

す

る

こ

と

は

目

に

見

え

て

い

ま

す

。

ま

た

「

社

会

保

障

制

度

改

革

推

進

法

案

」

の

内

容

は

、

社

会

保

障

の

財

源

を

消

費

税

に

お

き

、

「

自

助

」

「

共

助

」

を

明

文

化

し

、

本

人

、

家

族

の

責

任

を

基

本

に

し

て

い

ま

す

。

失

業

、

病

気

、

障

害

、

老

後

の

備

え

を

自

己

責

任

で

行

え

と

い

う

も

の

で

、

社

会

保

障

の

考

え

方

を

根

本

か

ら

否

定

す

る

法

案

で

す

。

「

社

会

保

障

と

税

の

一

体

改

革

」

は

、

患

者

さ

ん

に

と

っ

て

も

医

療

や

介

護

の

事

業

所

に

と

っ

て

も

大

き

な

悪

影

響

を

及

ぼ

す

こ

と

が

と

て

も

懸

念

さ

れ

ま

す

。法

案

は

成

立

し

ま

し

た

が

、

実

施

は

２

年

後

で

あ

り

、

そ

の

間

に

衆

議

院

、

参

議

院

と

も

に

選

挙

が

あ

り

ま

す

。

各

種

世

論

調

査

で

も

法

案

成

立

を

「

評

価

し

な

い

」

、

税

率

の

引

き

上

げ

に

「

反

対

」

と

す

る

国

民

の

声

が

多

数

を

占

め

て

い

ま

す

。

消

費

税

の

増

税

に

頼

ら

ず

、

社

会

保

障

の

充

実

が

実

現

で

き

る

国

会

を

つ

く

る

べ

く

、

さ

ら

に

世

論

を

広

げ

て

い

き

ま

し

ょ

う

。

松

江

市

で

９

月

２

日

、

「

も

う

動

か

さ

な

い

！

原

発

ゼ

ロ

で

い

こ

う

１

０

０

０

人

集

会

」

が

開

催

さ

れ

、

中

国

５

県

か

ら

会

場

い

っ

ぱ

い

の

１

３

０

０

人

以

上

が

参

加

し

ま

し

た

。

鳥

取

県

参

加

者

は

約

２

５

０

名

。

鳥

取

県

革

新

懇

の

構

成

団

体

な

ど

を

中

心

と

す

る

実

行

委

員

会

が

主

催

し

、

４

月

日

に

鳥

14

取

市

で

開

い

た

「

Ｔ

Ｐ

Ｐ

（

環

太

平

洋

連

携

協

定

）

で

ど

う

な

る

の

？

ビ

ル

・

ト

ッ

テ

ン

さ

ん

の

講

演

と

フ

ォ

ー

ラ

ム

」

は

、

約

１

０

０

０

人

が

参

加

す

る

盛

況

で

、

大

き

な

成

果

を

上

げ

ま

し

た

。

ト

ッ

テ

ン

氏

は

、

国

民

に

与

え

る

打

撃

を

考

慮

せ

ず

大

企

業

の

利

益

の

た

め

に

Ｔ

Ｐ

Ｐ

加

入

を

狙

う

日

米

両

国

政

府

の

歪

み

を

直

截

的

な

表

現

で

厳

し

く

告

発

。

消

費

税

増

税

、

原

発

問

題

に

も

触

れ

、

「

国

と

市

民

の

あ

り

方

」

に

警

鐘

を

鳴

ら

し

ま

し

た

。

酪

農

や

医

療

、

母

親

の

立

場

か

ら

の

報

告

、

ビ

デ

オ

レ

タ

ー

に

よ

る

県

民

生

活

や

営

業

の

現

場

か

ら

の

声

も

、

Ｔ

Ｐ

Ｐ

が

抱

え

る

問

題

点

の

理

解

を

深

め

る

上

で

効

果

的

で

し

た

。

町

長

を

先

頭

に

バ

ス

を

仕

立

て

て

参

加

す

る

な

ど

、

町

村

の

ト

ッ

プ

や

議

員

、

県

建

設

業

協

会

長

ら

政

財

界

か

ら

の

参

加

が

あ

っ

た

の

も

特

徴

で

す

。

文

字

通

り

、

広

く

県

民

が

Ｔ

Ｐ

Ｐ

に

つ

い

て

考

え

る

場

と

な

り

、

Ｔ

Ｐ

Ｐ

反

対

へ

の

理

解

と

共

感

の

輪

が

大

き

く

広

が

り

ま

し

た

。

こ

れ

は

、

７

万

円

の

会

場

募

金

を

は

じ

め

万

円

を

超

え

る

団

70

体

・

個

人

の

募

金

が

寄

せ

ら

れ

た

こ

と

が

雄

弁

に

物

語

っ

て

い

ま

す

。

こ

う

し

た

成

果

の

基

盤

と

な

っ

た

の

が

、

県

革

新

懇

が

主

催

し

た

２

０

０

９

年

の

「

経

済

再

生

フ

ォ

ー

ラ

ム

」

、

２

０

１

０

年

の

「

有

馬

講

演

会

」

で

培

っ

た

共

闘

の

蓄

積

で

し

た

。

こ

の

基

盤

に

加

え

、

自

治

体

や

団

体

、

報

道

機

関

へ

の

積

極

的

な

後

援

依

頼

、

徹

底

し

た

告

知

活

動

と

緊

密

な

事

務

局

会

議

が

成

功

へ

の

推

進

力

と

な

り

ま

し

た

。

「

ビ

ル

・

ト

ッ

テ

ン

講

演

会

」

後

も

、

消

費

税

増

税

や

原

発

再

稼

働

、

オ

ス

プ

レ

イ

配

備

な

ど

国

民

の

声

に

背

を

向

け

る

野

田

政

権

の

暴

走

は

続

い

て

い

ま

す

自

民

党

や

公

明

党

、

巨

大

メ

デ

ィ

ア

が

こ

の

暴

走

の

｢

尻

た

た

き

｣

役

を

務

め

て

い

る

こ

と

も

看

過

で

き

ま

せ

ん

。

こ

う

し

た

状

況

に

照

ら

せ

ば

、

Ｔ

Ｐ

Ｐ

で

の

県

民

連

絡

会

的

な

組

織

や

、

新

自

由

主

義

経

済

へ

の

対

抗

軸

と

な

る

、

地

域

経

済

や

地

方

行

政

も

視

野

に

入

れ

た

シ

ン

ク

タ

ン

ク

づ

く

り

も

必

要

に

な

り

ま

す

。

こ

う

し

た

認

識

を

７

月

に

開

い

た

「

ビ

ル

・

ト

ッ

テ

ン

講

演

会

実

行

委

解

散

懇

親

会

」

で

共

有

し

た

と

こ

ろ

で

す

。

昭和５８年３月１０日第３種郵便物認可 全国革新懇ニュース（付録） 鳥取県版全国革新懇ニュース（付録） 鳥取県版全国革新懇ニュース（付録） 鳥取県版全国革新懇ニュース（付録） 鳥取県版

さ
ら
な
る
医
療
崩
壊
を
招
く

「社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
」

鳥
取
民
医
連
事
務
局

渡
辺
友
範

社

会

保

障

と

税

の

一

体

改

革

関

連

法

案

が

８

月

10

日

、

参

議

院

で

可

決

さ

れ

ま

し

た

。

収

入

が

低

い

人

ほ

ど

重

い

負

担

が

強

い

ら

れ

る

消

費

税

の

増

税

は

貧

困

と

格

差

が

広

が

り

、

国

民

の

生

活

は

ま

す

ま

す

追

い

詰

め

ら

れ

ま

す

。

多

く

の

中

小

企

業

は

廃

業

に

追

い

込

ま

れ

か

ね

ま

せ

ん

。

私

た

ち

医

療

や

介

護

の

分

野

で

は

、

医

薬

品

や

医

療

材

料

な

ど

の

仕

入

れ

に

か

か

っ

た

消

費

税

は

、

事

業

所

が

負

担

し

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

が

、

主

な

収

入

と

な

る

診

療

報

酬

や

介

護

報

酬

は

、

消

費

税

を

課

税

で

き

ま

せ

ん

。

つ

ま

り

収

入

は

変

わ

ら

な

い

が

、

支

出

は

消

費

税

率

が

上

が

っ

た

分

だ

け

増

え

る

形

に

な

り

ま

す

。

例

え

ば

、

鳥

取

生

協

病

院

で

は

年

間

約

６

千

万

円

の

消

費

税

を

納

め

て

い

ま

す

の

で

、

消

費

税

％

に

な

る

と

２

倍

の

10

約

１

億

２

千

万

円

に

な

り

ま

す

。

こ

の

間

、

小

泉

構

造

改

革

の

も

と

で

行

わ

れ

た

医

療

費

抑

制

政

策

で

、

２

０

０

２

年

よ

り

４

回

連

続

で

診

療

報

酬

の

マ

イ

ナ

ス

改

定

（

合

計

７

％

以

上

の

カ

ッ

ト

）

が

行

わ

れ

、

「

医

療

崩

壊

」

の

危

機

が

も

た

ら

さ

れ

て

い

ま

す

。

消

費

税

の

増

税

に

よ

っ

て

、

さ

こ

の

度

の

原

水

爆

禁

止

世

界

ロ

っ

て

思

っ

て

い

た

け

ど

、

利

た

。

･
･
･

懸

命

な

復

旧

作

業

が

大

会

（

以

下

原

水

禁

）

は

参

加

権

や

地

元

の

人

の

生

活

に

密

着

続

け

ら

れ

、

原

爆

が

投

下

さ

れ

し

た

青

年

に

と

っ

て

意

義

深

い

し

て

い

て

原

発

ゼ

ロ

っ

て

難

し

て

わ

ず

か

３

日

で

最

初

の

電

車

も

の

に

な

っ

た

よ

う

で

す

。

特

い

か

も

」

と

そ

の

思

い

は

揺

れ

が

走

っ

た

そ

う

だ

。

信

じ

ら

れ

に

初

参

加

の

フ

ク

シ

マ

か

ら

の

て

い

た

と

思

い

ま

す

。

な

い

」

「

世

界

中

の

多

く

の

人

避

難

経

験

を

持

つ

青

年

Ｋ

さ

ん

そ

の

後

、

つ

ど

い

や

集

会

に

が

集

ま

っ

て

い

る

こ

と

に

励

ま

は

、

「

世

界

中

の

多

く

の

人

が

加

し

た

り

、

経

験

を

話

し

て

い

さ

れ

た

」

と

話

し

て

く

れ

て

い

集

ま

っ

て

い

る

こ

と

に

励

ま

さ

ま

し

た

。

ま

す

。

れ

た

」

と

話

し

て

い

ま

し

た

。

原

水

禁

に

誘

う

と

「

フ

ク

シ

Ｋ

さ

ん

は

個

人

で

お

盆

休

み

Ｋ

さ

ん

は

、

３

・

１

１

東

日

マ

に

も

通

じ

る

ヒ

ロ

シ

マ

の

被

に

も

広

島

平

和

公

園

と

平

和

記

本

大

震

災

、

福

島

第

一

原

発

事

故

を

き

っ

か

け

に

福

島

県

郡

山

市

か

ら

埼

玉

県

、

京

都

府

と

転

々

と

避

難

し

、

去

年

月

か

ら

12

鳥

取

に

自

主

避

難

し

て

い

ま

す

ん

な

傷

つ

い

た

心

を

癒

や

Ｋ

さ

ん

と

は

今

年

１

月

に

原

し

、

前

に

進

む

力

に

転

嫁

発

撤

退

署

名

を

呼

び

か

け

て

い

爆

者

の

体

験

や

原

爆

に

つ

い

て

念

資

料

館

に

お

も

む

き

、

被

爆

し

て

く

れ

る

の

だ

と

実

感

る

際

に

出

会

い

、

福

島

か

ら

の

学

び

た

い

」

と

原

水

禁

に

参

加

体

験

や

資

料

を

読

ん

で

学

習

し

し

て

い

ま

す

。

避

難

経

験

な

ど

を

民

青

同

盟

の

し

て

く

れ

ま

し

た

。

て

き

た

そ

う

で

す

。

最

後

に

Ｋ

さ

ん

は

「

事

つ

ど

い

で

話

す

な

ど

協

力

し

て

原

水

禁

で

は

子

ど

も

が

い

る

Ｋ

さ

ん

の

様

に

原

発

事

故

で

故

以

来

、

涙

を

流

す

こ

と

く

れ

て

い

ま

し

た

。

こ

と

も

あ

り

、

動

く

分

科

会

「

傷

つ

き

、

暮

ら

し

て

い

く

た

め

ば

か

り

だ

っ

た

の

で

、

い

民

青

同

盟

の

企

画

で

一

緒

に

被

爆

電

車

に

乗

っ

て

」

に

参

加

に

笑

っ

て

い

る

人

は

多

い

か

も

い

思

い

出

に

な

り

ま

し

た

」

島

根

原

発

に

フ

ィ

ー

ル

ド

ワ

ー

し

ま

し

た

。

Ｋ

さ

ん

「

当

時

、

し

れ

ま

せ

ん

。

で

も

、

そ

ん

な

と

メ

ー

ル

を

く

れ

ま

し

た

。

ク

に

行

っ

た

際

は

、

前

日

に

野

男

性

が

兵

隊

に

取

ら

れ

て

い

た

人

た

ち

に

寄

り

添

い

、

一

緒

に

み

な

さ

ん

、

社

会

を

か

田

首

相

が

大

飯

原

発

再

稼

働

を

為

、

今

で

い

う

と

中

学

生

位

の

考

え

る

こ

と

、

成

長

す

る

機

会

え

る

た

め

に

共

に

が

ん

ば

表

明

し

た

ば

か

り

で

「

原

発

ゼ

少

女

達

が

電

車

を

運

転

し

て

い

を

保

障

し

て

い

く

こ

と

で

、

そ

り

ま

し

ょ

う

。

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
を
通
じ
て

変
化
し
て
い
る
青
年

民
青
同
盟

岡
田
正
和

理
解
と
共
感
の
輪
広
が
る

～
Ｔ
Ｐ
Ｐ
ビ
ル
・
ト
ッ
テ
ン
講
演
会
の
報
告
～

実
行
委
員
会
事
務
局
長

村
上
俊
夫

講

演

と

フ

ォ

ー

ラ

ム

の

｢

記

録

集

｣

が

完

成

し

ま

し

た

。

革

新

懇

事

務

局

に

余

部

が

あ

り

ま

す

。

一

部

２

０

０

円

で

販

売

し

て

い

ま

す

。

「脱
原
発
」
集
会
に

１
３
０
０
人
が
集
う

「原発ゼロ」のカードを掲げる集会参加者


